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【研究背景】障害者やの中には，その障害により，今まで出来た作業が出来なくなること
で自信を喪失したり，余暇の時間を持てず，ひきこもったり，さらなる機能低下を引き起
こす可能性がある．そのような状況は，本人のストレングスが喪失している状況であり，
ストレングスを高める必要性があるのではないかと考える．ストレングスを高めるために
は対象者の個人の属性，才能・技能，関心・願望，環境に着目することが重要である．そ
れらストレングスの要素を効率的且つ効果的に見つけ，引き出す手段として様々な要素の
作業を包括的に体験することが有効ではないかと考えた．  
【研究目的】本研究は，余暇を上手く過ごせず，自宅にひきこもりがちの方や，自分には
何が得意なのか分からず，自分に自信が持てず就労や就学などステップアップできずにい
る方等に対し，様々な作業を包括的に体験することで，自信を取り戻したり，自ら充実し
た余暇を過ごせるようになること・・・つまりストレングス (強み)を高めるための作業体
験プログラムを開発し，その効果を検証することを目的とする．  
【研究対象者】高次脳機能障害の就労支援事業所の利用者の内，研究の内容・方法を  
理解し，同意の得られた者  
【研究方法】文献検討より作成した「ストレングスを高めるための作業体験プログラ  
ム」を研究参加者に週 1 回計 8 回実施する，介入研究である．介入前後においてその  
効果を検証する．このプログラムは，人が日常行う様々な要素の作業を偏りなく，包  
括的且つ効果的に体験することで，今まで気づかなかった自らの興味や特性，強みを  
発見するためのプログラムであり，内容は MacDonald の作業分類（1975）および松井 
の作業分類（ 1972）を理論根拠とし，各種創作，調理，園芸等の 8 回に亘る作業を毎  
回体験する．作業終了時には作業から感じたこと・気づいたことを振り返る「振り返  
りアンケート」の記入とグループでの振り返りの時間を設ける．最終回では全ての各  
回の結果を紙面にて表示し、個人個人にフィードバックを行った。  
【分析方法】アンケートの介入前後の比較分析と自由記述は質的分析を行った．  
【結果】１4 名の参加希望があったが、通院や体調不良等による欠席で１～３回のみの  
参加者、途中利用修了者等は対象除外とし、最終的には７名の参加となった。今回の  
作業内容は実施場所、参加者層を考慮し、身体的負荷が少なく、室内でできるものに  
限定した。また興味を維持していただくために季節感があり、安価で身近に材料が準  
備できるもの、最新の流行している創作活動を取り入れた。第１回：絵手紙、第２回：  
写真たて、第３回：植木鉢作り第４回：多肉植物、第５回：箸細工、第６回：つまみ  
細工、第７回：器楽演奏、第８回：フェルト細工、第９回： UV レジンであった。アン  
ケートでは全員に「毎回楽しかった」、「またやってみたいと思える」作業があったと  
回答があった。「好きだと思える作業が分かった」、「没頭できたことがよかった」等の  
感想があった。反面「以前より出来なくなっていた」との感想もあった。  
【考察】様々な種類の作業を体験していただくことで、個人個人の興味や関心、本人  
のもつスキルを見つけたり、気づいたりする機会となったと考える。しかしストレン  
グスの向上に効果があったかを明らかにするデータは得られず、今後プログラムの修正、
効果測定の方法を再度検討したいと考える。 2018 年度日本作業療法学会での発表を予定  
